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有限会社 立龍美掃 

 

1.環境経営方針 

企業理念 

 

『一気通貫で挑む モノ・コト・ヒト づくり』 

 

環境理念 

  当社は、社会全体への環境負荷を軽減し、循環型社会の形成のために、本業で

ある廃棄物処理業を通じて、環境経営システムの継続的改善を図り、廃棄物を再

生資源として利用できるよう、循環型社会の形成に貢献する活動を推進します。 

 

活動指針 

1) エネルギー、水使用量の削減、特に車両燃料及び電気使用量の削減を重点的に取り組みま

す。 

2) 受託した産業廃棄物の再資源化に取組み、リサイクル率の向上を図ります。 

3) 環境に配慮した収集運搬及び処分に取組みます。 

4) 交通事故、労働災害のゼロ化を目指します。 

5) 環境関連法規等を遵守します。 

6) 地域社会貢献活動に取り組みます。 

7) 本方針を全従業員に周知し、継続的改善に取り組みます。 

 

2021 年 12 月 1日 木村 登志男 
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2.組織の概要 

(1)名称及び代表者名 

 有限会社立龍美掃 

 代表取締役社長 木村 登志男 

(2)所在地 

    本社            〒710-0006  岡山県倉敷市祐安 916 番 1 

    第 1 平田リサイクルセンター 〒710-0003  岡山県倉敷市平田 817 番 

    第 2 平田リサイクルセンター 〒710-0003   岡山県倉敷市平田 710 番 7 

    第 3 平田リサイクルセンター 〒710-0003   岡山県倉敷市平田 704 番 6、708 番 5 

  早島事業所          〒701-0304   岡山県都窪郡早島町早島 996 番 29           

  吉備高原牧場第 1ファーム  〒716-1131   岡山県加賀郡吉備中央町上竹 3654 番 109 

    吉備高原牧場第 2ファーム    〒716-0001   岡山県高梁市津川八川町 169 番 25 

    柳井原農場                  〒710-0263   岡山県倉敷市船穂町柳井原 2447 

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

  責任者         木村 龍一   TEL:086-434-0467 

   担当者         仙石 愛     FAX:086-434-0475 

(4)事業内容 

  一般廃棄物の収集運搬業・リサイクル業 

産業廃棄物の収集運搬業・中間処理業・リサイクル業、特別管理産業廃棄物の収集運搬業 

  金属くず取扱業、古物商、計量証明事業、ビルメンテナンス業 

    養豚業、農業、食品リサイクル業(飼料化)、食品加工・小売業 

(5)設立 

  昭和 53 年 4 月 

(6)事業の規模(2022 年度実績) 

  ・資本金 300 万円 

  ・従業員数 45 人 

  ・売上高 8 億円 

  ・廃棄物収集運搬量 産業廃棄物 3,529t 特別管理廃棄物 15t、一般廃棄物 2,448t 

  ・廃棄物処理量 中間処理 1,340t 再生資源回収 1,989t 再生資源 1285t（飼料化） 

・敷地面積 

項目 単位 本社 
第 1平田リサイ

クルセンター 

第 2平田リサイ

クルセンター 

第 3平田リサイ

クルセンター 

早島事業

所 

従業員数 人 14 24 3 3 1 

敷地面積 ㎡ 398 1,263 192 452 80 

項目 単位 
吉備高原牧場

第 1ファーム 

吉備高原牧場

第 2ファーム 
柳井原農場 

従業員数 人 10 23 2 

敷地面積 ㎡ 398 1,263 192 

tel:086-434-0467
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(7)認証•登録の対象組織 

 •活動録事業者名：有限会社立龍美掃 

 対象事業所：本社、第 1平田ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ、第 2平田ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ、第 3平田ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ、早島事業所 

   活 動：一般廃棄物の収集運搬業・リサイクル業、産業廃棄物の収集運搬業・リサイクル業、

特別管理産業廃棄物の収集運搬業 

   対象外：吉備高原牧場第 1 ﾌｧｰﾑ、吉備高原牧場第 2 ﾌｧｰﾑ、デジ亭、柳井原農場 

★対象外事業所については 2025 年度中以内に対象範囲を拡大する予定です。 
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(8)組織図 

   代表者 木村登志男    

        

   統括(常務) 木村紀代志    

         

   環境管理責任者 木村龍一    

         環境事務局 仙石愛  

         

           

一般廃棄物部門 木村幸一  産業廃棄物部門 木村功  事務所部門 木村直子 

対象外事業所：吉備高原牧場第 1ファーム、吉備高原牧場第 2ファーム、デジ亭、柳井原農場 

対象外事業所については、２０２５年度中以内に対象範囲を拡大する予定 

 

  役割・責任・権限 

代表者 ・経営における課題とチャンスの明確化 

統括(常務) ・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

  ・代表者による全体の評価と見直しを実施 

  ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技術者を準備 

 ・環境管理責任者を任命 

 ・環境経営に関する統括責任 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

  ・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認 

  ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

  ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

  ・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括 

  ・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付） 

  ・環境経営計画の実績集計 

  ・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む） 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐 

  ・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 

      ・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施    

  ・環境教育訓練計画の作成と実施の管理      

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施 

  ・自部門における環境経営方針の周知 

  ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

  ・自部門に関連する環境経営の実施及び達成状況の報告 

  ・自部門の環境上の緊急事態の想定と対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

     ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 
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(9)許可一覧 
      

許可の種類 許可区域 許可番号 許可年月日 許可期限日 

一般廃棄物収集運搬業 

倉敷市 第 6 号 平成 34 年 2 月 15 日 平成 36 年 3 月 31 日 

都窪郡 

早島町 
第 6 号 平成 34 年 3 月 15 日 平成 36 年 3 月 31 日 

  里庄町 第 39 号 平成 35 年 4 月 1 日 平成 37 年 3 月 31 日 

産業廃棄物収集運搬業 

岡山県 第 03303013631 号 平成 31 年 2 月 8 日 平成 36 年 1 月 22 日 

倉敷市 第 10010013631 号 平成 31 年 2 月 26 日 平成 36 年 1 月 22 日 

広島県 第 03400013631 号 平成 31 年 3 月 2 日 平成 36 年 3 月 1 日 

兵庫県 第 02804013631 号 平成 32 年 11 月 5 日 平成 37 年 11 月 4 日 

鳥取県 第 03104013631 号 平成 34 年 6 月 7 日 平成 39 年 6 月 6 日 

産業廃棄物処分業 倉敷市 第 10020013631 号 平成 33 年 11 月 15 日 平成 38 年 11 月 14 日 

一般廃棄物処分業 倉敷市 第 10 号 平成 34 年 3 月 31 日 平成 36 年 3 月 31 日 

特別管理 

産業廃棄物収集運搬業 

岡山県 第 03353013631 号 平成 30 年 9 月 18 日 平成 35 年 9 月 1 日 

広島県 第 03450013631 号 平成 31 年 3 月 30 日 平成 36 年 3 月 29 日 

倉敷市 第 10060013631 号 平成 30 年 11 月 14 日 平成 35 年 9 月 1 日 

再生利用事業登録証明書 中四国農政局 33-3-1 平成 31 年 6 月 20 日 平成 36 年 6 月 26 日 

 

産業廃棄物中間処理施設能力 

(1)圧縮施設…廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 3.58t/日、紙くず 3.87t/日、繊維くず 1.30t/日、金属くず 4.19t/日 

(2)減容固化施設…廃ﾟﾗｽﾁｯｸ類 0.64＋0.96=1.6t/日 

(3)破砕施設…動植物性残さ 24t/日 

(4)混合調整施設…汚泥、廃酸、廃ｱﾙｶﾘ、動植物性残さ 19.2t/日 
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(10)施設などの状況 

●収集運搬車両等            ●その他関連設備 

収集運搬車両 台数 設備 台数 

パッカー車(4t) 5 台 フォークリフト 14 台 

パッカー車(2t) 14 台 パワーショベル 8 台 

アームロール車(4t) 4 台 ブルドーザー 1 台 

アームロール車(2t) 4 台 ローダー 4 台 

アームロール車(6t) 1 台 圧縮機 1 台 

ウイング車 2 台 撹拌機 2 台 

ユニック車(2t) 1 台   

積替え保管施設 

積替え保管

場所名 

積替え保管場

所在地 

面積 保 管 上

限 

保管する産業廃棄物の種類 

第 1 平田リサイ

クルセンター 

岡山県倉敷市平

田 817 番 

1005.44 ㎡ 34.6t 燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃ア

ルカリ、廃プラスチック類(自動車

等破砕物を除く)、紙くず、木くず、

繊維くず、動植物性残さ、ゴムく

ず、金属くず(自動車等破砕物を除

く)、ガラスくず・コンクリートくず(が

れき類を除く)・陶磁器くず(自動車

等破砕物を除く)、鉱さい、がれき

類、動物のふん尿、ばいじん(これ

らのうち、石綿含有産業廃棄物を

除き、水銀使用製品産業廃棄物を

含み、水銀含有ばいじん等を除く) 

第 2 平田リサイ

クルセンター 

岡山県倉敷市平

田 710 番 7 

3 ㎡ 1.2 ㎥ 動植物性残渣 

 

第 3 平田リサイ

クルセンター 

岡山県倉敷市平

田 708 番 5 

365.5 ㎡ 264.6 ㎥ 汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃

プラスチック類、紙くず、木くず、繊

維くず、動植物性残さ、ゴムくず、

金属くず、ガラスくず・コンクリートく

ず(がれき類を除く)・陶磁器くず、

鉱さい、がれき類、動物のふん尿

(これらのうち、石綿含有産業廃棄

物を除き、水銀使用製品産業廃棄

物を含み、水銀含有ばいじん等を

除く) 
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(11)処理工程図 

 

 

 

排出事業者

収集運搬

廃プラスチック類、金属

中間処理（選別）

他の中間処理場へ

中間処理（破砕・混合調整）

動植物性残渣 廃プラスチック類（発砲スチロール）

再資源化

中間処理(減容固化）

再資源化

混合調整してそのまま集荷する
有価物として水密ト

ラックに積み込み搬出

プラコンテナに入れ、有価物(飼

料)としてトラックに積み込み搬出

混合調整処理産業廃棄物の処理工程

混合調整してそのまま集荷する使用しない分を選別 減容固化

有価物(インゴット)として出荷

動物植物残渣・汚泥・廃酸・廃アルカリ

異物確認

発泡スチロール処理工程

搬入

廃プラスチック類(発泡スチロール)異物確

認

搬入
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3.経営目標及び環境経営計画の実績 

(1)2022 年実績 

        年 度 

 

 

項 目 

基準値 

 

(基準年度) 

令和 4 年実績 

令和 3 年 目標 実績 達成度 評価 

Ⅰ.二酸化炭素全排出量 kg-CO2 - - 479,331.24 - - 

対基準

(％) 

- - - 

1）電力の使用量削減 kWh 143,717 142,280 140,391 101.3% 〇 

kg-CO2 84,074.45   

83,233.71  

  

82,128.74  

対基準

(％) 

- (△1％) - 

2)軽油の使用量削減 L     

134,045  

    

132,704  

    

135,942  

91.6% × 

kg-CO2  

345,833.52  

 

342,376.32  

 

373,806.01  

対基準

(％) 

- (△1％) - 

Ⅱ.廃棄物排出量削減 

1)一般廃棄物削減 

ｋｇ        

6,690  

       

6,623  

       

6,295  

105.2% ○ 

対基準

(％) 

- (△1％) - 

2)受入廃棄物のリサイクル

率の向上 

％ 38 39 39 100.0% 〇 

対基準

(％) 

- (+1％) - 

Ⅲ.水使用量削減 ㎥ 738 731 808 90.5% × 

対基準

(％) 

- (△1％) - 

Ⅳ.会社周辺の清掃   会社周辺

の清掃 

会社周辺

の清掃 

会社周辺

の清掃 

100% 〇 

  

 

注） 評価欄  〇；達成  △；やや未達成  ×；未達成 

注） 購入電力の排出係数；中国電力の二酸化炭素排出係数 0.585kg-CO2/kwh を使用 
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(2)中長期の環境経営目標 

                             年度 

 

 

 

 

項目 

基準値 

 

(基準年度) 

2021 年 12 月 

 

～2022年11月 

2022 年 12 月 

 

～2023年11月 

2023 年 12 月 

 

～2024年11月 

2020 年 12 月 

～2021年11月 
目標 目標 目標 

Ⅰ.二酸化炭素全排出量 kg-CO2 472,525.06 467,799.80 463,074.55 458,349.30 

対基準(％) - (△1％) (△2％) (△3％) 

1）電力の使用量削減 kWh 143,717 142,280 140,843 139,405 

kg-CO2 84,074.45   83,233.71    82,401.37    81,577.36  

対基準(％) - (△1％) (△2％) (△3％) 

2)軽油の使用量削減 L     134,044      132,704      131,377      130,063  

kg-CO2  345,834.89   342,376.54   338,952.78   335,563.25  

対基準(％) - (△1％) (△2％) (△3％) 

Ⅱ.廃棄物排出量削減 

1)一般廃棄物削減 

ｋｇ        6,690         6,623         6,556         6,489  

対基準(％) - (△1％) (△2％) (△3％) 

2)受入廃棄物のリサイクル率

の向上 

％ 38 39 40 41 

対基準(％) - (+1％) (+2％) (+3％) 

Ⅲ.水使用量削減 ㎥ 738 730 723 716 

対基準(％) - (△1％) (△2％) (△3％) 

Ⅳ.会社周辺の清掃   会社周辺の

清掃 

会社周辺の

清掃 

会社周辺の

清掃 

会社周辺の

清掃   

 

注） 購入電力の排出係数；中国電力の二酸化炭素排出係数 0.585kg-CO2/kwh 
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4.環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容 

取り組み計画 達成度 次年度 評価結果と次年度の取り組み内容 

二酸化炭素排出量の削減 ○ 継続   

電力使用量の削減 ○     

 [数値目標] × 維持 目標達成せず、来年度も継続して実施 

 ・空調温度の適正化(室温  

冷房 28 度、暖房 20 度) 

△ 維持 空調温度の適正化を徹底 

 ・不要照明の消灯 ○ 継続 使用していない部屋の消灯 

 ・使用していない機器の 

コンセントを抜く 

△ 維持 使用していない間はコンセントを 

抜くことを習慣にする 

軽油使用量の削減 ×     

 [数値目標] ○ 継続 軽油使用量の削減は目標達成 

 ・不要なアイドリングストップ △ 強化 出来ている部分もあるが、より意識が必要 

 ・急加速急停止の防止 ○ 継続 指示指導の下、概ね達成 

 ・効率的なルートでの収集 ○ 継続 経路の見直しを随時行っている 

一般廃棄物の削減       

 [数値目標] ○     

 ・分別回収の徹底 ○ 継続 徹底が出来ている 

 ・リサイクルルートの拡大 ○ 継続 常に新しい搬入先を探している 

受入産業廃棄物の 

リサイクル率の向上 

○     

 [数値目標] ○ 継続 リサイクル率の向上は目標達成 

 ・分別の徹底 ○ 継続 徹底が出来ている 

 ・客先への分別の徹底の依頼 ○ 強化 徹底が出来ていない部分もあるので、 

改善していく 

 ・中間、最終処理時の 

効率的な処理 

○ 継続 処理の作業の日々の効率化が出来ている 

水使用量の削減       

 [数値目標] × 継続 水使用量の削減は目標達成 

 ・節水の周知徹底 ○ 継続 周知徹底が出来た 

 ・洗車管理(時間、回数) △ 継続 指示指導の下、改善した 

会社周辺の清掃 ○     

 ・定期的な会社周辺の 

清掃活動(月に 1 度程度) 

○ 継続 定期的に行えているので、 

続けて行っていく 

 

注) 〇よくできた △あまりできなかった ×できなかった 
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5.環境関連法規等の遵守状況及び違反、訴訟等の有無 

 
 当社に関係する環境関連法規等は上記の通りですが、遵守状況を確認した結果、違反はありませんで

した。また、関連機関からの違反等の指摘、環境関連の訴訟も過去 1 年間ありません。なお、外部からの

苦情はありませんでした。 

一廃収集業者の許可の確認 〇

産廃収集運搬の許可の確認、契約 〇

保管基準 〇

掲示板：60cm×60cm以上表示 〇

飛散・浸透防止 〇

衛生管理 〇

マニフェスト交付
　B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付されない場合は30日以内の
知事への報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間） 〇

特別管理産業廃棄物管理責任者の設置 〇

排出事業者との契約書の確認 〇

排出事業者からのマニフェスト伝票受取り 〇

B1、C2票の保管（5年間） 〇

運搬車両への表示義務、マニフェスト伝票の携行、許可書（写し）
の携行 〇

排出事業者へのB2票の送付 〇

収集運搬業者、処分業者それぞれの　契約書・許可証（写し）の確
認 〇

マニフェスト伝票の交付 〇

家電リサイクル法 特定家庭用機器をなるべく長期間使用
再商品化に必要な料金の支払い
適切引き渡し、リサイクル料負担 〇

計量法 計量器の法定定期検査 〇

従業員の安全と作業環境の提供 〇

労働安全に定める法律の遵守 〇

労働基準法 労働基準法に定める法律の遵守 〇

悪臭防止法 規制地域内で、特定悪臭物質の排出基準を遵守 -

地域別騒音基準の順守 -

特定建設作業の事前届出
規制基準の遵守 -

特定施設の事前届出 -

地域別振動基準の順守 -

消防訓練の実施 〇

消防設備の点検 〇

食品廃棄物等発生抑制の責務 〇

登録再生利用事業者制度 〇

再生利用事業計画の認定 〇

フロン類使用の定期点検・記録、同保存、漏えい防止等 〇

適切場所設置 〇

未修理充填禁止 〇

プラスチック資源循環法 プラスチックの排出抑制、再資源 〇

食品リサイクル法

フロン排出抑制法

騒音規制法

振動規制法

消防法

遵守評価 

労働安全衛生法

廃棄物処理法

法規制等の名称
該当する要求事項
（対応すべき事項）
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6.代表者による全体評価並びに見直し結果 

 今回初めてエコアクション 21 認証を取得するにあたって、環境に関する意識、

また環境保全活動が経営に与える影響を会社全体が知ることが出来ました。

エコアクションを行うことで、今までは漫然と行っていた行動も一つ一つ省エネ

やエコを考えて全体が行動出来ていたと思います。そして活動を通じて自社の

強みを再認識することも出来ました。ただ、まだまだ意識が足りない部分も見

受けられるのでこの活動を続けることによって改善していこうと思います。今後

もエコアクション２１を継続・推進することで、環境保全と会社経営活動、そして

自社がこれからおこなっていく食品リサイクル・ループの形成、その全てを中長

期的に拡大していければと考えます。 

 

環境経営方針 変更の必要性 □要 ☑否 

【コメント】方針を変える必要はないと判断 

目標・環境経営計画 変更の必要性 □要 ☑否 

【コメント】目標が達成出来てないところがあるので、様子を見る 

実施体制 変更の必要性 □要 ☑否 

【コメント】目標が達成出来てないところがあるので、様子を見る 

その他 変更の必要性 □要 ☑否 

 

                            ２０２２年１２月２０日 

代表取締役 木村登志男 


